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域において、 "Cities use culture as an economic base" (Zukin 1995) 、“The city as an entertainment 
machine" (Clark 2004) と様々な呼称で議論されてきた。そのなかでもデヴイツト・ハーヴェイ






壊することで、社会的関心、知的関心の最も重要な焦点が倫理 ethics から美学 aesthetics へと変
わり、イメージが物語を支配し、はかなさと断片化が永遠の真理と統合された政治よりも上位に立
ち、説明は、物質的、政治-経済的な基盤の領域においてではなく、自律的な文化的、政治的な諸


































































する。第 2 章~第 4 章は、「生産」、「経験」、「権力」の論点の検討を、それぞれの論点を主題的に検討
している都市社会学者の理論を学説史的に検討することで行う。第 2 章においては、 1970年代以降の都
市の「生産」を検討した理論家としてのデヴイツド・ハーヴェイを取り上げ、第 3 章ではマニュエル・





































第 3 章 情報化にあらがうアイデンティティの力: r都市の美学」のオルタナティブの位相
第 3 章では、「経験」の領域として、コンピュータなどの電子メディアの普及によって進展した社会
の均質化と均質化に対向する集合的アイデンティティ動向を分析した、マニュエル・カステルの情報社
会論を検討する。特に、 1996年に初版、 2000年以降に第 2 版が出版された情報時代三部作 a台頭する
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ネットワーク社会 The Rise 01 Network Societyj 、『アイデンテイティの力 ThePo卸er olIdentityj 、『ミ
レニアムの終鴬 End 01 Millenniumj をメインテクストとして、その主張を明らかにする。
カステルは、現代社会を「ネットワーク社会」として定義し、その誕生の要因を、 1960年代から 1970
































第 5 章 「都市の美学」をめぐる今日的様相:創造都市における「生産J . r経験」・「権力」の収数








内容は、 1 )芸術・伝統文化(遺産)の振興と固有の都市景観の実現、 2) ハイテク産業、文化産業な
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論文審査結果の要旨













が確認される。第 4 章では、「都市の美学」化が「都市空間の管理化J と共振するものであること、す
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なわち「都市の美学」化の権力作用が、フーコー、セネットらの知見を援用しながら、横浜市の都市再
生事業をフィールドとしながら説き明かされる。さて第 5 章では、以上の展開を踏まえて、「都市の美学」
における「生産」、「経験」、「権力」の収数の地平が、文化的活動の推進を主軸とする都市再生手法とし
て近年脚光を浴びている「創造都市」の言論状況の理論的整序を通して考究される。そして終章では、
「生産」におけるスペクタクルとしての審美性、「経験」におけるメディアの均質性、さらに「権力」に
おける視覚的秩序のための審美性を節合することで「都市の美学J の今日的位相を浮き彫りにすること
ができる、と主張される。同時に、この主張が具体的な経験場(創造都市)での周到な観察に基づいて、
多様な社会的経路のなかで検証されるべきであることが残された課題として提起される。
本論文は、今日、先進社会で多系的な展開をみせている都市構造再編の動向を、「都市と芸術/アー
ト」を理論的フレームワークとして、創造都市の裡に観取される審美的要素に照準して明らかにしたも
のである。都市構造再編については、これまでどちらかというと経済的側面から論じられることが多
かった。それに対して、本論文では、「都市の美学」の多様な位相に光をあてることによって都市構造
再編の可能性を浮き彫りにすることに成功している。しかもそこには、著者の柔軟なテキストクリ
ティークの成果が生かされている。よって本論文提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な
資格を有するものと認められる。
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